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目で見て分かる目で見て分かるベクトルベクトル 11
--平面ベクトルの平面ベクトルの和・差・実数倍和・差・実数倍--

「「講義編講義編」」

20120144年年55月月

生越生越 茂樹茂樹

(HD(HD画質で作成してあります画質で作成してあります))

§1-1.ベクトルの例
, ,

 

,   1km   1km 

1km 

「移動の向き」と「距離」だけを考え「移動の始点」は考えない．

ベクトルとは「向きと大きさを持つ量」で，例えば「力」「速度」「移動」は

ベクトルである．ここでは，ベクトルの例として「移動」を考える．

但し

例えば 東京駅から東へ 移動しても，京都駅から東へ 移動しても　

「東へ 同じベクト移動」という ルになる．
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で表す．「東向き」と「西向き」

の移動は異なるので，

「始点と終点を入れ替えたベクトル」を「逆ベクトル」といい

「-」を付けて表す．　

始点が で終点が のベクト

例えば -

ルを

，　
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ベクトルの和,差,実数倍
和和和和

差差差差
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実数倍実数倍実数倍実数倍

§2.斜交座標
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　で表される点 に対し

 を基底にした) と言う．

特に のとき

を対応させると， 

にした時の 座標のようなもの になる．これを

（

は　中学，高校で

習ってきた通常の座標と同じになる．これを

斜交座標

直

，

交座標と  いう．
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OA 1·OA 0·OB A(1,0)
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斜交座標斜交座標斜交座標斜交座標 直交座標直交座標直交座標直交座標
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§3.内分・外分の公式
内分の公式内分の公式内分の公式内分の公式

外分の公式外分の公式外分の公式外分の公式
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交換法則

結合法則

三角形の相似

ベクトルの計算法則ベクトルの計算法則ベクトルの計算法則ベクトルの計算法則
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例

§4.共線条件
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 P AB   AP  AB (  )t t=
���� ����

が直線 上 は実数ó

4.1 始点を直線上に取ったとき始点を直線上に取ったとき始点を直線上に取ったとき始点を直線上に取ったとき

  A(0) , B(1)  t は 「 とした時の数直線上の座標」のようなもの

（斜交座標との類似性に注目してください!）

斜交座標斜交座標斜交座標斜交座標 直交座標直交座標直交座標直交座標
1s t+ = 1x y+ =

4.2 始点を直線の外に取ったとき始点を直線の外に取ったとき始点を直線の外に取ったとき始点を直線の外に取ったとき
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目で見て分かる目で見て分かるベクトルベクトル 22
--平面ベクトルの平面ベクトルの和・差・実数倍和・差・実数倍--

「「演習編演習編」」

20120144年年55月月

生越生越 茂樹茂樹

(HD(HD画質で作成してあります画質で作成してあります))

§5.問題演習

[例1] 線分OAを1:2に内分する点をM, 線分OBを3:2に内分する点をNとする．
このとき直線ANと直線BMの交点Pを と で表せ．OA

����

OB
����
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[解解解解2] 斜交座標の利用斜交座標の利用斜交座標の利用斜交座標の利用
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[解解解解3] 「解「解「解「解2」の厳密化」の厳密化」の厳密化」の厳密化

[例題例題例題例題2]



10

Pは直線CD上より,

CP CD

OP OC (OD OC)

OP (1 )OC OD

OP (1 )· OA · OB  
1 1

2 3
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Pは直線AB上より,

OP OA OB ( 1) α β α β= + + =
���� ���� ����

⋯②

①，②より，

(1 ) 1   
1 1

2
   3

3
t t t− + = ∴ = −

OP 2OA OB   = −
���� ���� ����

①へ代入して，

【【【【解答解答解答解答】】】】

[例題例題例題例題3]
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OP  OA  OB ( ,  )    (*)x y x y= +
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⋯は実数

OP  OA  OB ( ,  )    (*)x y x y= +
���� ���� ����

⋯は実数
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ここまで見てくださり，ありがとうございました．
今回 使用した PowerPoint（pdf)は，私の site に置
いておきます．

http://mixedmoss.com/youtube/vector1&2.pdf

同じアドレスを, YouTubeのコメント欄にも書いてある
ので，そこから リンクをたどる事も できます.

他にもいろいろ置いていますので，是非 ご覧ください．


